青風荘　　フェイスシート

平成18年　8月　7日　担当：小坂

	入　所　者
	氏　名　　佐藤　ミツ子　　様　　　　　男・　女　　昭和22年　4月15日生（　59歳）

	
	〒　　　　　　　住　所　三戸郡南部町大字小泉字内上平29－3　　　電話　

	
	病　　名
	統合失調症・精神遅滞　IQ45
	合　併　症
	

	
	発症時期
	Ｈ12年11月頃（53歳）
	罹 患 期 間
	約　　　　年　

	
	入院回数
	　　1回
	延べ入院年数
	6ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　千葉　良　　）
	外来受診日
	土曜日（2週　1回）

	医療区分
	　（　国民健康保険　）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（　　級）

	経済状況
	障害年金　　2級　　　（月額　　6万5千円）　

	障害程度区分
	　

	日中活動の場
	デイナイトケア通所

	住まいの場
	福祉ホ－ム（青風荘）

	入所年月日
	Ｈ　13年　5月　31日
	身長
	139.4cm
	体重
	54ｋｇ

	最終学歴
	福地中学校卒業
	免許・資格
	　なし

	職　歴
	勤めに出たことはない

	保　護　者
	氏　　名　高橋　隆博　様　　　　　　　　　続柄　兄　　　（同居　・否）

	長期目標

　・生活リズムの確立

　・生活技能の習得

	入院・治療歴

　　　　期間　　　　　　　　　　　入院・外来等　　　　　　医療機関名

１　　H12年　　11月　～　H13年　　5月　　　　　　　　青南病院



	生活歴

　旧福地村にて同胞3名の第2子として出生。生来、知的障害がある。結婚歴があり2子をもうけるが、平成元年に夫のアルコ－ル依存症が原因で兄弟により離婚させられている。長女も知的障害で五戸のグル－プホ－ムに入所中である。兄宅の隣に（一軒家）住んでいたが、Ｈ11年に長男が小田原へ就職してからは単身生活を送っていた。H12年11月初め頃より体調不良（肩こり・風邪症状を訴える）で南部病院を受診する。調子は戻ったが、その頃より話しにまとまりがなくなる。H12年11月30日　家に戻らず抵抗したり、2～3ｋｍ離れた畑に居たりし徘徊等し始める。4人がかりで保護し、そのまま当院受診。医療保護入院となる。Ｈ13年5月31日退院、本人・家族の希望でそのまま青風荘入所。現在に至る。



	家族構成



	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

　援助の中心は近隣に住む兄・兄嫁である。本人より連絡し、お盆・正月に兄宅に2、3日の外泊をしている。その際、娘・息子達と交流を持っている。

年金は兄が管理していて、今後本人の年金でまかなえない時は兄の援助を得られることになっている。




（青風荘）

第13回　処遇検討症例（佐藤ミツ子様）

平成　18年　8月　7日（月）

	氏　名
	　　佐藤　ミツ子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和22年　4月15日（　59歳）


	問題点
	介入方法

	1 基本的な整理・整頓・保清ができない。

　（洗濯物を溜め込む。掃除をしない）
	・定期的に声かけし、習慣性を身につける。

・その都度、確認し助言・支援を行なう。



	②　自室にこもり居眠りし漠然と過ごしている。


	・食事当番や好きな趣味（ぬり絵・編物）等を活用し生活にリズムをつける。



	　

3 人間関係が上手く築けない。

　（過度に緊張して拒否的になる）


	・定期的に話し相手になる事で安心感を与え、緊張の緩和を図る。


	


プラン計画者　氏名：　小坂　和子

	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	· デイナイトケアへは特に問題なく通所しています。自主活動やクラブ活動では好きな、ぬり絵を行なっていますが、集団で行なうプログラムは苦手な様で」拒否する事があり、輪から離れ別室にこもったりしています。それでもスタッフが付き添うと行なっています。また、幸房や駐車場付近に隠れたりして、「寂しいから…」「家に帰りたかったから…」と、かまって貰いたい感情から、いわゆるイジケてしまう事が度々あります。

· 荘内では部屋にこもり、殆ど居眠りしています。声掛けにて、どうにか下りて来られるも落ち着かない様子で直ぐ部屋に戻っています。掃除・洗濯等に関しても促されてから行なう事が多いです。

· 外来受診はスタッフ付添いで通院しており問題ありません。服薬に関しては事務室管理となっていますが、居眠りしていて時間に来られず、声掛けを要しています。




次回会議予定　Ｈ18年8月14日（月）　青山荘地域交流活動室
兄
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